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⚫私たちが目指す社会は 共生社会 である。

⚫共生社会の形成に向けて、子どもたちが10年後、20年後
「共生社会の担い手」 となるための教育活動を展開する

必要がある。

⚫ 「共生社会の担い手を育む教育」

＝ 多様性を理解し尊重できるようになるための教育

 について具体的な内容、方法を検討する。

⚫小・中学校の通常の学級の教師が、「共生社会の担い手

   を育む教育」を実施する必要性を理解でき、「自分の学級

でも実施してみたい」、「実施してよかった」と実感できる

モデルを教育現場や教育行政に提供することを目指す

研究の趣旨



特別支援教育については、共生社会の形成に向けて、

障害者の権利に関する条約に基づくインクルーシブ教育

システムの理念を構築することを旨として行われることが重要

であり、（中略）

インクルーシブ教育システムにおいては、障害のある子供と

障害のない子供が可能な限り同じ場で共に学ぶことを追求

するとともに、障害のある子供の自立と社会参加を見据え、

一人一人の教育的ニーズに最も的確に応える指導を提供

できるよう、多様で柔軟な仕組みを整備することが重要。

共生社会の形成に向けた
インクルーシブ教育システムの構築

「新しい時代の特別支援教育の在り方に関する有識者会議 報告」（令和３年１月）



共生社会に向けて、多様性を理解し、社会的障壁を取り

除くのは社会の責務であるという「障害の社会モデル」を踏ま

え、差別や排除の行動を行わず、お互いの良さを認め合い

協働していく力を養うべく、指導の方法を検討すべきである。

（具体的施策）
①すべての子供達に「心のバリアフリー」を指導
②すべての教員等が「心のバリアフリー」を理解
③障害のある人とともにある「心のバリアフリー」授業の全面展開
（交流及び共同学習）
④障害のある幼児・児童・生徒を支える取組
⑤高等教育（大学）での取組

多様性を理解し尊重できるようになるための教育
の必要性

＜ユニバーサルデザイン2020行動計画＞



集団指導において、障害のある児童など一人一人の特性

等に応じた必要な配慮等を行う際は、教師の理解の在り方

や指導の姿勢が、学級内の児童に大きく影響することに十分

留意し、学級内において温かい人間関係づくりに努めながら、

「特別な支援の必要性」の理解を進め、互いの特徴を認め

合い、支え合う関係を築いていくことが大切である。

通常の学級の授業や学級経営において
多様性の理解や尊重を進める必要性

＜小学校学習指導要領等解説「総則編」＞



＜小学校学習指導要領 前文＞

これからの学校には（略）、一人一人の児童が、

自分のよさや可能性を認識①するとともに、あらゆる

他者を価値のある存在として尊重し、多様な人々と

協働②しながら様々な社会的変化を乗り越え、

豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手③

となることができるようにすることが求められる。

幼稚園・中学校・高等学校・特別支援学校にも同様の記載

「共生社会の担い手」を育む教育の重要性



【出典】Society 5.0の実現に向けた教育・人材育成に関する政策パッケージ
総合科学技術・イノベーション会議 ２０２２年６月２日



【出典】教育振興基本計画（2023年６月16日）



全国のすべての小・中学校で
「共生社会の担い手を育む教育」が推進されることを目指す

そのためについて以下を明らかにすることを目的とする

１．小・中学校で行われている「障害理解教育」（特別
  支援学校による出前授業も含む）の現状と課題

２．小・中学校の授業や学級経営で行われている多様性
  を理解し尊重するための実践の現状と課題

３．上記を踏まえた「共生社会の担い手を育む教育」の
  モデル作成とその妥当性

研究の目的



１．「共生社会の担い手を育む教育」に関する知見の収集

２．小・中学校等における多様性を理解し尊重するための
教育に関する訪問調査の実施

・対象：小学校７校、中学校２校、高等学校１校

３．特別支援学校による「障害理解教育」（小・中学校
への出前授業）に関する調査の実施

・対象:２県の特別支援学校45、回答:39、回収率:86.7%
・出前授業の実施は12校（30.8%）
・実施した授業は、「交流及び共同学習の事前授業」、
「総合的な学習の時間の授業」、「人権学習としての授業」など

令和５年度の研究



目 的
小・中学校の日常の授業や学級経営における多様性を理解し尊重
するための実践について実態を明らかにする。

方 法
○手続き：訪問によるインタビュー調査（半構造化面接）

○対象校：10校（小学校7、中学校2、高等学校1）

「共生社会の担い手を育む教育」に取り組んでいると考えられる学校を
webサイトや教育委員会等の情報から検索。
・子どもの多様性を理解し尊重すること等を学校経営案等に明記
・障害理解教育に特色ある実践を行っている
・「共生社会」「インクルーシブ」をキーワードとして研修、研究を実施

○対象者：対象校において上記の実践について最も承知している
教師、校長、教頭等

○実施時期：令和５年７月～12月

小・中学校における多様性を理解し尊重するための教育に
関する訪問調査（概要）



学校名 特色を一言で表現すると

Ａ小学校 一人一人を大事にし、心地よく学べる授業を目指す学校

Ｂ小学校 地域ぐるみの交流で共生社会の担い手を育む学校

Ｃ小学校 特別支援学級と通常の学級の境目がない学校

Ｄ小学校 多様な子どもが同じ場でともに学び、ともに育つことを大切にしている学校

Ｅ小学校※ ３施設を繋ぐ１００メートル廊下が、心も繋げている学校

Ｆ小学校※
小学校と特別支援学校が一体となって多様な学びの場を形成し地域の子ど
もを育んでいる学校

Ｇ小学校※
特別支援学校と合築した教育環境を最大限に生かしてインクルーシブ教育を
実践する学校

Ｈ中学校
いつも一緒が当たり前、校内交流を学校教育活動の柱に据え、多様性の
理解を育む学校

Ｉ 中学校
一人一人の子どもと丁寧に関わる校長のもと、教師も子どもも人のことを思う
気持ちが育まれている学校

※
Ｊ高等学校 豊かな交流及び共同学習を通じて、学校設定教科「共生社会と人間」の学び

を日常実践できる学校

※印のある学校は、同一敷地内に特別支援学校が設置されている

多様性を理解し尊重するための教育に関する訪問調査の対象校



１．学校規模等概要
児童生徒数／学級数（特別支援学級、通級指導教室設置状況等）

２．学校経営における特別支援教育の位置付け

(1) 学校グランドデザインにおける特別な支援を必要とする子どもやその教育の表現

(2) 特別な支援を必要とする子どもやその教育に関する校内研究や校内研修

(3) 交流及び共同学習の実施状況

(4) 障害理解教育に関わる取組の状況や障害理解教育に関する考え方

３．多様性を理解し尊重するための教育に関する特色ある取組

(1) 取組の状況（背景、内容、成果、課題）

(2) 子どもたちの実態

・特別支援学級や通級指導教室について子どもたちはどのように捉えているのか

・どのような態度でかかわっているのか

・取組が、子どもたちにどのような影響をもたらしているか

(3) 「共生社会の担い手」として、どのような子どもになってほしいと考えているか

多様性を理解し尊重するための教育に関する訪問調査の内容



⚫ 「共生社会」「多様性」等をグランドデザインに明記して、
日常の授業・学級経営で取り組んでいる学校が既に存在

⚫ そうした学校では、子どもも教師も、多様な子どもが学級に
存在していることを当然のこととして受けとめて生活している

（具体的には） ・地域で共生社会の担い手を育むという発想
 ・交流及び共同学習や日常の交流がしやすい環境
 ・核となる教師の存在や教師間の良好な同僚性
 ・教師自身が多様性を認める姿が子どもに伝わる

⚫小・中学校で（出前授業として）障害理解授業を実施
 している特別支援学校が約３割

⚫出前授業は子ども同士や学校のつながり等の成果がある
一方、小・中学校の主体的な取組の促進が課題

令和5年度の研究のまとめ



地域の人々の願い や 自治体が目指す地域社会の姿・ビジョン

校長のリーダーシップ → 学校が目指す姿・方向性（グランドデザイン）

教師間の同僚性
（一人一人の教師が大切にされる学校）

一人一人の子どもが
大切にされる学級

多様性に出会う・気付く
通常の学級の中の多様性 ／ 交流及び共同学習

ともに過ごす時間の積み重ね
葛藤、折り合い、納得など

ともに過ごすことが当然
「支援するーされる」ではない

多様性を受け入れる
授業を変えていく

子ども 教師

往還
する
学び

往還
する
学び

共生社会の担い手を育む教育を実現するための要素と構造
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